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右図のように、半径 1の半円を、 )0(122 ≧yyx  とし、 

)0,1(),0,1( BA  とすると、
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QP となる。 

 

 

QP, から x軸に下ろした垂線の足を、 SR, とすると 

△ APRを x軸のまわりに一回転して得られる立体は円錐であり、体積は 
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△ AQSを x軸のまわりに一回転して得られる立体は円錐であり、体積は 
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直線
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 xx 、弧 PQ、 x軸で囲まれた図形を、 x軸のまわりに一回転して得られる立体の体積は 

 
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求める体積は 
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  ……(答) 
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